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文学・芸能作品の怪異を類型化してみるならば、①幽霊の出現
　
②幽霊の憑依
　
③怪異・不思議な現象
　
④妖怪・化物・物怪
　
⑤
動物の怪異に分けられる、と著者は考える。小松和彦は、怪異の原因を基準として、１、怪異の原因を自然の中に見出す。２異の 人間の中 見出す（怪談の大半を占め ） 。３、怪異を引き起こす原因は人間の側にあ が、怪異それ自体は自然の中に見出す、という３つの類型に分類している（ 「日本怪談史のために」…『国文学』平成
19年
9月） 。この分類に当てはめると、
前記の分類の①と②は２であり、③④⑤は１～３ すべてに該当すると考える。　
幽霊の出現や憑依が、人間の怨念や執着に由来することは言う
までもないが、③の自然界の怪異も人間 怨念 よって引き起こされる場合もある。④は人間の霊 変質したも とも自然界の物とも考えられる。⑤も野生の動物 人に飼われている動物とでは異なり、野生の動物の場合は１または３、人間に飼われている動物の場合は２ たは３と考えられる。　
江戸期の作品には、先に類型化した５種類 登場しているが、
近代の文学 ・ 芸能作品ではどうだろうか。総じて近代には、文学 ・文化における価値観の一元化により、怪談・怪異を扱った文学及び周辺文化における作品自体極めて少なくなってきたが、その中でも怪異の比重 変質は見られる。　「怪談神経病説」の流布により、①と③は描きにくくなり、②と⑤が増えてきている。②は憑依であるから、怪異や幽霊を真実とも解釈も きるし、見た者の心の病理（神経病）とも解釈できるため、怪談を曖昧に朧化して表現す のに、この時代の作品には良く用いられた。一方、⑤は井上円了ら妖怪を排撃する論客も存在したものの、時代の空気としては、当時 新聞記事にもうかがわれるように動物の怪異はありうるという認識が見られた。動物が怪異を引き起こすわけであるが 当時はまだ自然 人間社会を取り巻いていたうえに、身近に飼育されている動物は身近ゆえに恐怖を感じることもあったであろう ことに近世から近代にかけて飼育が一般化した猫は、当時化猫の実在を信じ 人も多かったようであるし、猫は神秘的な習性を持つため、怪談の好個の素材となった。
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ここでは、明治元年から
20年までを対象として文学・芸能の書
籍化された個々の作品を概観する。明治前期は、開化期に始まり欧米の合理主義や物質科学が流入 ため、幽霊を見るのは見たものの神経病によるものであると言う「怪談神経病説」が流布し、そうした幽霊や怪異を否定する風潮による怪談受難の時代である。これに対 て、明治後期は、江戸回帰や欧米の神秘主義哲学や心霊学等の流入により作家たちが怪談への禁欲を解いた時期である。しかし、こうした傾向は年代で明確に区切れ ものではない。１、人情噺系の怪談　
落語家の語る人情噺系の怪談は、江戸期の初代林屋正蔵（天明
元・
1781 ─天保
13・
1842 年）に始まる。正蔵の怪談（ 「怪譚」 「化
物咄」を用いた）には、 『尾尾屋於蝶三世談』 （文政８） 『怪譚桂の河浪』 （天保６）等があり、こ 林家の系統は代々 談噺を演じたという。三代～五代は円朝の活躍した時期と重なり、五代目林家正蔵は『深川怪談染分手綱』 『正直清兵衛雪埋木』等 怪談噺を得意とした。また、円朝の師匠である二代目三遊亭圓生 、 『累草紙』を創作 という。この他、怪談を得意とした噺家は多数存在する。 幕末から明治期にかけて三遊亭円朝が活躍し 『真景累ヶ淵』 『怪談牡丹灯籠』 怪談乳房榎』等の著名な怪談噺を創作した。円朝は近代文学への影響 高く評価され きた 、他にも同時代に怪談を扱った噺家は存在 ていた。初代柳亭左龍、二代目人情亭錦紅、三代目金原亭馬生、八代目入船亭扇橋、三代目麗々亭柳橋、三代目春風亭柳枝、初代談洲楼燕枝、二代 立川善馬、初代春錦亭柳桜らがいる。
　
坪内逍遥や当時の文化人への影響により円朝は評価が高いが、
他の噺家についても速記本を一つ一つ検証してみる必要がある。確かに円朝はテレコやないまぜ等の歌舞伎の手法を用いて複数のストーリーを変形してまったく新しい物語を構成 ゆく手腕は卓抜であるが、他の噺家の旧時代より語り継がれている怪談であっても、細部 おいてそれぞれ異なる点が多々見られた。２、講釈系の怪談　
三遊亭円朝と併称される二代目松林伯円と、講談界では伯円と
併称される初代桃川如燕が最も有名であるが、二人とも化猫にまつわる怪談を幾つか創作している。伯 の有名な化猫の講談には「鍋島の猫」を扱った『嵯峨の夜桜』 、阿波のお松大権現にまつわる『怨霊』等がある。一方、如燕は、 『百猫伝』と言う化猫物のシリーズが有名で「猫の如燕」と言われたほどであった。この他初代一立斎文慶、邑井一、 三代目蓁々斎桃葉 初代放牛舎桃林らが怪談物の講釈を行っている。３、歌舞伎の怪談　
河竹黙阿弥が江戸後期から明治末期にかけて多くの怪談狂言を
創作している。黙阿弥 他に、そのライバルであった瀬川如犀や黙阿弥の弟子三世河竹新七＝竹柴金作等の怪談も存在する。 「有馬の猫」 「鍋島の猫」等の化猫譚が多いが 黙阿弥は皿屋敷物や古典・謡曲の怪談物 歌舞伎化も行っている。
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４、翻訳の怪談　
シェークスピア『ハムレット』は父王の幽霊の登場で名高いが、
この時期から様々な翻訳者によって訳出されている。 この他、 リットン、ポー、アプレイウス、ハウフの作品が訳出されている。５、その他　
江戸期から続く絵本の怪談物が幾つか刊行されている。また、
実録物が流行し、皿屋敷や四谷怪談の実録物が刊行された。６、文壇の動向　
坪内逍遥が三遊亭円朝の影響の元に言文一致を主導したことは
名高いが、逍遥はリアリズム文学をも主導し、本来 自らの嗜好にあって た『八犬伝』等の伝奇物や怪談物等も抑圧してしまった。しかし、逍遥の演劇論には、怪異へ 嗜好はうかがわれる。総じて文壇文学がリアリズムに向かった時代ではあるが そのスタンスはまちまちである。そのため、作家の怪異に対す 姿勢にも幾つかのパターンが存在している。１ 怪異は存在しないから怪異を扱わないとする立場。 文学。２、怪異は存在しないが空想として怪異を描く立場。巌谷小波ら。３ は存在するが、 それにはそ 法則性があるとする立場 因果論的 談。 ４、怪異は存在するが、怪異にその法則性など無いとする立場。〈明治前期の怪談文学概観〉
（維新後に刊行された書籍のみ番号を
付した。 ）○『児雷也豪傑譚』美図垣笑顔・一筆庵・柳下亭種員・柳水亭種
清作、甘泉堂、天保
10・
1839 ─明治元・
1868 年、
43編
○『釈迦八相倭文庫』万亭応雅作、錦重堂、弘化２・
1845 ─明治
４・
1871 年、
58編
○『白縫譚』柳下亭種員・二世柳亭種彦・柳水亭種清作、菊壽堂、
嘉永２・
1849 ─明治
18・
1885 年、
90編
…三編は、江戸期から続く合巻の伝奇小説である。 『自雷也～』
は豪傑自雷也の活躍を描き、妖怪退治や蝦蟇の術が登場する。『釈迦～』は釈迦の一代記で怪異も登場する。 『白縫譚』は妖術使いの美姫の活躍を描く。
○「好色芝紀島物語（怪談敷島譚） 」 （世話物）河竹黙阿弥 守
田座、明治２年３月…河竹黙阿弥の維新後に上演された怪談劇。 「怪談神経病説」
につながる幽霊を見る は心 疲れによるものという台詞が登場する。一方で、積極的に怪談を描こうとする姿勢が見られる。
１、 『木間星箱根鹿笛』河竹黙阿弥作、 『歌舞伎新報 掲載、明治
12
年
12月（ 『木間星箱根鹿笛
　
上』は東京 ・ 吉村いと刊で明治
13年、
『下』は明治
24年
11月）
…円朝の『真景累が淵』に続く神経病の第二の作品として名高
い。幽霊の目撃に対して神経病と言う言葉が何回か投げかけられるが、女を殺害して幽霊が見えてしまう男に神経病ではないかと言う言葉 投げかけた人々も、後には通常とは異なる気配に幽霊の存在を感じると言う展開となっており 黙阿
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弥が「怪談神経病説」の立場を取っているとは言い難い。
２、 「奥州安達原」上・下（ ［絵本］柳水亭種清編、東京・小林鉄
次郎刊、明治
12─
15年、
45冊、和装）
…歌舞伎・浄瑠璃の演目を戯作絵本化した作品である。８冊目
が「奥州安達原」の上・下である。
３、 『開巻驚奇
　
竜動鬼談』 （ブルワー ・ リットン作 『ホーンターズ ・
エンド・ホーンテッド』 ）井上勤訳、徳島・世渡谷文吉刊、明治
13年
11月、
169頁
…ブルーワー・リットンの有名な怪奇小説を開化期の翻訳家井
上勤が翻訳する。井上は巻頭に、日本では 異を否定する風潮がある イギリスにも怪異があるという父の書いた序文を掲載し、翻訳でもその タンスを取っている。原作以上に写実的で迫真の怪異描写を行っている。
４、 『怪物画本
　
巻１』
　
李冠光賢画、鍋田玉英模写、東京・和田
茂十郎刊、明治
14年
12月、
21丁、和装
…明治期の妖怪絵本である。くずし字の序文がある。江戸時代
の絵を写して出版したもので鳥山石燕のものと類似しているが、李冠光賢が描いたとされている。
○「有松染相撲浴衣（有馬猫騒動） 」 （世話物）河竹黙阿弥作、猿
若座、明治
13年
5月
…「有馬の猫騒動」を扱った作品で、桃川如燕の講談が原作で
ある。現存する如燕 作は『高櫓力士伝』と『小野川真実録』である。原作との相違は、黙阿弥作の方が伏線を周到に張り巡らしている。猫は女主人が殺される前から化猫であり、殺されて女主人の女中に憑依する設定となっ いる。
５、 『嵯峨奥妖猫奇談』竹柴金作（三世河竹新七）編、梅堂国政画、
東京・栄久堂、明治
13─
14年、 ９冊、和装
…竹柴金作の同名の歌舞伎を絵本化したものである。
○「土蜘」 （舞踊劇）河竹黙阿弥作、新富座、明治
14年６月
○「茨木」 （舞踊劇）河竹黙阿弥作、新富座、明治
16年４月
…それぞれ謡曲「土蜘蛛」 「羅生門」の歌舞伎化作品で、尾上
家の新古演劇十種の一つである。前者は源頼光を殺害しようとする土蜘蛛を頼光および四天王が倒すと言うもの、後者は、大江山酒呑童子討伐時に生き残った茨木童子が渡辺綱を襲って腕を斬り落とされ、腕を取り返しに綱の家にやってくると言うものである。幻想劇である能と比 て、黙阿弥は詳細かつ写実的に描いてい 。
○「新皿屋敷雨夜月暈」 （世話物）河竹黙阿弥作 市村座、明治
16年５月
…播州・番町両皿屋敷伝説を取り入れて作劇されている。幽霊
は怪異を表す存在にとどまらず、正義 ために尽力する存在となっている。怪談の存在意義を勧善懲悪に依拠する時代を反映していると考えられる。
６、 『古今実録
　
怪談皿屋鋪』編輯人不詳、東京・英泉社、明治
16
年５月、上
23丁・下
22丁、上下合本、和装
７、 『古今実録
　
怪談皿屋鋪実記』編輯人不詳、東京・英泉社、明
治
16年５月、上
24丁・下
22丁、上下合本、和装
…６ ・７は同じ書籍であるが、後者は仮名垣魯文によって書か
れた序詞を付しているため、上丁が１丁多い。明治
18年９月
に銀花堂から刊行された『怪談皿屋鋪実記』 、同年
10月に時
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習堂から刊行された『実説怪談皿屋敷』も同書である。播州皿屋敷の成立の経緯を述べた書である。この時代に怪談の実録物が幾つか出版されている。
８、 『實説双紙
　
四ツ谷怪談
　
全』松亭鶴仙編、梅亭金鵞如叙、東
京・鶴声社、明治
16年
12月、
10丁、和装
…梅亭金鵞の序では、御霊社に祀られている怨霊や平将門、蘇
我入鹿らのように暗殺されたり、政治的あ いは軍事的に敗れたりした人々の怨霊を祀っているが、お岩稲荷は人々の尊崇を集めているとある。そして、南北の『東海道四谷怪談』を始めとする歌舞伎や講談等にあるようないかにも大仰な尾ひれのついたお岩さんの祟り話ではなく、お岩さん まつわる事実だけを取り上げ、お岩稲荷の実説を紹介しているという。 ６ ・ ７とともにこの時期にこうした怪談の実説本 流行ったよ である。梗概は、 が伊右衛門の姿勢に憤り、自家を出て奉公に出るが、それは伊藤・秋山の謀略 よ もで、それを知ったお岩は姿 くらまし 以後様々な良からぬことが起こると言うものである。書籍の末尾の「實説双紙出版書目」に『皿屋敷怪談』 『佐賀怪猫傳』 『祐天上人御一代記』（累に関連した人物） 『魁神於松一代記』等がある。
９、 『四谷怪談』和田篤太郎編、尾形月耕画、東京・春陽堂、明治
17年
1月、 ２冊（各
19丁） 、和装
…作者の和田は春陽堂の創業者である。10、 『勧懲十八番
　
神経闇開化怪談』一竿斎宝洲（鹿塩文七）
 著、
竹柴其水閲、東京・松寿堂・金亀堂、明治
17年１月、３冊（第
１冊
40丁、第２冊
49丁、第３冊
68丁） 、和装
…神経病を連想させるタイトルを付した最初の戯作である。幽
霊は罪を犯した人間の罪悪感から見えるものという解釈がされている一方、死後の世界の存在が語られている。
11、 『怪談深閨廟』柳亭種彦（高畠藍泉） 、 『絵入朝野新聞』掲載、明治
17年２─３月（東京・礫川出版、明治
23年
11月、
53頁）
…神経病をタイトルに引っかけた『怪談深閨廟』が出ている。
10と同様、この戯作も幽霊の存在自体は見るものによってそ
のように見えたという怪談神経病説に近い幽霊観となっているが、輪廻転生は否定していない。悪行は後生において悪い結果を生むという死後の世界の存在は、はっきりと肯定されている。
12、 『復讐怪談
　
久智埜石文』千霍庵万亀著、東京・秩山堂、明治
17年４月、 ２冊（上・中合本） 、上・中・下
33丁、和装
…伝奇的な色彩が濃く、郁の精霊が修行僧に取りつき、また修
行僧の与えた玉を通して菊池大友両家の家臣をもあやつる物語である。
13、 『怪談牡丹灯籠』三遊亭円朝演述、若林玵蔵筆記、東京・稗史出版社、明治
17年７─
12月、
13冊
…近代初期の怪談の代表作であるとともに 言文一致体の手本
として坪内逍遥が二葉亭四迷に勧めた事により、近代文学最初の名作と言われる『浮雲』が誕生したことでも有名である。物語中 二つの怪談は、幽霊や怪談を否定する当時の社会や文化の状況を反映している。すなわち有名なお露主従の幽霊が下駄の音をたてて萩原新三郎を訪問する物語は、後日談中で幽霊に見立て 伴蔵 主人殺しということに種明かしさ
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れ、後半に出て来るおみねの霊は憑依霊としてのみ現れ、取りつかれた者の神経病という逃げができる形になっ いる。石井明『円朝
　
牡丹灯籠』 （東京堂出版、平成
21年）は、こ
の物語を、累の物語や四谷怪談などの影響関係から解きほぐして、成立過程を明らか し い 。
○「北条九代名家功」 （時代物）河竹黙阿弥作、般若座、明治
17
年
11月
…『太平記』の歌舞伎化作品で市川家の新歌舞伎十八番の一つ。
北条高時亭に天狗が出現し高時とともに舞い踊る。演劇改良運動の一環である写実的な時代もの（ 「活歴物」 ）の一つである。
14、 （絵本）沢久次郎編、東京・沢久次郎刊、明治
17─
20年、
80冊、
和装…
7冊目は「怪猫佐賀之夜桜」 、
11冊目は「安珍清姫譚」の上下、
19冊目は「文弥殺宇津谷怪談」の上・下、
25冊目は「笠松峠
お松一代記」の上下、
34冊目は「敵討裏見葛葉」となってい
る。
15、 『鏡池操松影
　
１』三遊亭円朝演述、牡丹屋、明治
18─
23年、
５冊 （２牡丹屋、 ３ ・ ４朝香屋、 ５金桜堂）和装
　
16、 『一読一驚
　
妖怪府』加藤鉄太郎抄訳、東京・尚成堂、明治
18
年４月…中国怪談の翻訳集であり、一編ごとに訳者の批評が付されて
いる。
17、 『百猫伝
　
巻之一
　
市川団十郎の猫』桃川如燕（杉浦要輔）述、
東京・傍聴速記法学会、明治
18年
10月、
28丁、和装
…小幡小平治の物語と化猫物をないまぜにした講談である。 （本
来の小幡小平治物には猫は登場しない。 ） 「有馬の猫」や「鍋島の猫」に共通する怪猫の敵討ち譚であり、勧善懲悪譚ではあるが、善者の非も描いているところが独自性がある。
18、 『怪談
　
怨緒環』関谷孝橘編、東京・宝島与兵衛刊、明治
18年
11月、
55丁、和装
…「怪談神経病説」を取り入れた作品である。末國善己「明治
の恐怖小説」 （ 『国文学』平成
19年９月号）にて言及がある。
浮世絵師葛飾正久が挿絵を描く。
○「船弁慶」 （舞踊劇）河竹黙阿弥作、新富座、明治
18年
11月
…謡曲の歌舞伎化作品で市川家の新歌舞伎十八番の一つ。源頼
朝に疑われて西国に落ちる義経一行 平家一門の亡霊が悩ます。幻想劇である能と比して、黙阿弥は詳細かつ写実的に描いている。
19、 『怪談牡丹灯籠』三遊亭円朝、隅田園春暁鈔録、東京・鶴啼社、明治
19年１月、
174頁
…若林とは別の速記者による円朝の語った『牡丹燈籠』である。20、 『芭蕉翁行脚 袋』広野仲助編、東京・三好守雄・村上真介刊、明治
19年７月、
113頁、
…芭蕉師弟の紀行に不思議な物語を融合した作品である。芭蕉
師弟とは、芭蕉以外に門人の去来、支考、嵐雪、其角、許六、支考の門人杜友である。不思議な物語は、能の「兼平」を始め浄瑠璃「梅若」等の故事にひっかけた幽霊出現や動物の怪異などの怪談で、旅を愛した芭蕉師弟 住居や旅先等での故事による怪異の出現が芭蕉師弟の句と密接にむすびつけられ
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て語られている。
21、 『怪猫嵯峨之夜桜』長谷川園吉編、東京・長谷川園吉刊、明治
19年
10月、
23丁、和装
…長谷川園吉は日清戦争時の錦絵の版元として有名である。22、 （絵本）壱川礼山画、名古屋・鍋野長三郎刊、明治
19年
11月、
４冊 和装…２冊目が「怪談百物語」 、 ３冊目が「昔話大江山入
｣となって
いる。
23、 『四谷怪談（屏風怨霊 』山月庵主人（瀬川恒成、天保頃）著、大阪・岡本仙助刊、明治
19年
11月、
78頁
…十章立てであるが、この十章が六道と仏界の四道を表す形に
なっており、六道輪廻、十界互具を表わしている。
24、 『紀州怪談
　
英国汽船ノルマントン号奇聞
　
船幽霊噂の高潮』
柑舟漁夫編、東京・開成堂、明治
19年
12月、
62頁
…谷口基『怪談異譚』 （水声社、平成
21年）において論じられ
ているが、列強が武力で日本に強要して結ばれた不平等条約への批判が込められた怪談 ある。
　　
25、 『金驢譚』不語軒主人（森田思軒）訳 （アプレイウス 、 『郵便報知新聞』掲載、明治
20年１月
18日─２月２日（東京・文泉堂、
明治
21年７月、
61頁）
…アプレイウスは古代帝政ローマの弁論作家である。 原題は 『変
身譚』で『黄金のロバ』の訳題が有名なこの作品は 魔術に興味を抱く主人公がロバに変えられ数々の試練 後、人間に戻るまでの物語である。森田思軒は後に翻訳王と呼ばれた翻訳家である。
26、 『砂漠旅行
　
亜拉比亜奇譚』ハウフ著、霞城山人訳、大阪・浜
本伊三郎刊、明治
20年２月、
144頁
…ハウフはドイツの幻想的な童話作家であり、この作品の原題
は『隊商』である。話中話の不思議な物語のうち、幽霊船の話が特に有名である。霞城山人は、翻訳や児童劇脚本等で活躍した中川霞城のことである。この書籍は、いわゆる豆 である。
27、 『本説四谷怪談』奥田忠兵衛編，梅堂国政画、東京・奥田忠兵衛刊 明治
20年４月、
16丁、和装
…当時流行した実説物の一作である。奥田忠兵衛は和歌山県九
度山町出身で絵草子の版元である。
28、 『神経小説
　
怪談牡丹燈』岩本吾一（香夢楼主人）編、東京・
畏三堂、明治
20年６月、
170頁
…『剪刀新話』中の「牡丹燈記」に基づくが、山東京伝 浮牡
丹全伝』や三遊亭円朝の『怪談牡丹灯籠』と 別物である。舞台を南北朝の争乱終息後に設定している。
29、 『狐狗狸怪談
　
西洋奇術
　
一名西洋の巫女』凌空野人編輯、東
京・イーグル書房小説部、明治
20年６月、
42頁
…一柳博孝『 〈こっくりさん〉と〈千里眼〉
　
日本近代と心霊学』
（講談社、平成６年）において論じられている。明治前期に西洋から伝えられた占いがもとになり狐狗狸ができたという渋江保は明治期の翻訳家・著作家である。
30、 『開巻消魂
　
妖怪百物語』大木月峯（鹿之助）著、京都・川勝
鴻宝堂、明治
20年８月、
73頁
…「此書借怪以示道依奇以述理意亦在巽與焉耳請讀者捨其怪而
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繹道去其奇而索理則庶幾得格致之一端乎」
　　
怪によって道を示し、奇によって理を述べると序文にて述
べている。怪奇は怪奇を楽しむためのものではなく、道理を示し述べるためのものと言う認識である。江戸期において百物語が一種の遊戯であったことから考えるならば合理主義的な怪異観である。
21編の怪奇短編を収録しており、すべて
最後に編者の教訓が記されている。 「金桐釵」等は、中国怪談の翻案と推定される。
31、 『峡中奇聞
　
小松之怪談』編輯人不詳、甲府・芳文堂、明治
20
年
11月、
55頁、和装
…「天地の大なる造化の妙なる殆んど思識すべからず見る所を
信じ不見所を疑ふ是庸人の情なり青蟲蝶と化し寒蟬衣を脱するが如きは造化の至妙にして自他怪ならざる者は何ぞや謂んや萬物の長にして魂魄の霊な とせんや暫く疑ひを闕 可なり又謂らく奇説怪語は多く世教に益なく而も人を惑はす故に君子は怪力乱心を語すと夫れ悪を懲らす 足ん者は妨ず 聖人遇々怪を辨じ乾坤の大ひなる何ぞ怪 からんや」
　　
過去にした約束を覆されたことにより怨んで死んだ若者の
霊が、その家の関係者を次々と取り殺すというもので、そ怨念の強烈さはすさまじいが、名僧により怨霊が鎮め れるという点で累の系譜の作品と推定される。
32、 「西洋怪談
　
黒猫」饗庭篁村訳（ 『黒猫』ポー） 『読売新聞』掲
載、明治
20年
11月３日、 ９日
…饗庭篁村には『新殺生石』 （春陽堂、明治
22年）という作品
もあるが、ポーの『黒猫』を翻訳しているのは異色であ
原作との細部の相違等はあまり見られなかった。
33、 『妖怪船』ウィルヘルム ・ ハウフ著、 高橋礼五郎（杏堂散史）訳、東京・松成堂、明治
20年
12月、
43頁
…『隊商』中の一話で幽霊船の話である。山本正秀『近代文体
発生の史的研究』 （岩波書店、昭和
40年）中で訳が冗長であ
ると指摘されている。
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Explication of Ghost Stories in the early Meiji Era 
The History of Japanese Ghost Stories in Modern Literature(7)
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